
起因物、事故の型：その他の用具 - 動作の反動無理な動作の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

業種小

コード

労働

者規

模

1 8～9

製品発送センターで、パレットを運ぶ作業をしているとき、部品が沢山

置いてあり、狭い通路の状態でハンドリフトを使わずにパレットを立て

て運び、腰を痛め悪化し休養となった。

39 11409
50～

99

1
15～

16

工場内でトラックに材木の荷積み作業中、当該荷材をトラックに固定す

るため、万力結び（輸送結び）を施して、仕上げに当該ロープを力いっ

ぱいに引っ張ったときに、結び目が解けて肩に違和感を感じ負傷した。

60 10401
10～

29

1
14～

15

作業場内にて、バーコン下トレイを清掃する為に、バーコン足場（約

20kg）を持ち上げようとしたところ、腰に痛みがはしり、歩くのも困

難となった。

46 70101
10～

29

1
20～

21

店舗の家具売り場で、接客で昇降式テーブル（商品）等の案内をしてい

るうちに、腰に痛みを感じるようになった。
28 80102 ―

1
23～

24

リハーサル中にタップの動きを約3時間行ったところ、右膝下の痛みが

悪化した。
22 140302

10000

～

1
11～

12

給食室シンク横でまな板をタワシで磨いている時、腕を動かしたとき、

筋肉分裂を起こした。
74 130201 ―

1 8～9
就業先にて、朝1階から4階へ階段を駆け足で昇った後、4階にある自身

のデスクに着席したところ、右膝を負傷した。
36 80109

50～

99

1
15～

16

フロアにて転倒している利用者を起こす際に、椅子を支えにして起こそ

うとした。 しかし、椅子（脚部）が付近にあったオーバーテーブルに

引っ掛かり、介助者（被災労働者）が体勢を崩し、左肩から倒れてし

まった。

56 130201
100～

299



1
21～

22

交代制勤務、遅番にて勤務中、閉店間近になり、そば、うどんをゆがく

六釜を両手で持ち上げ、中の湯を流す為に釜を持ちあげた瞬間、左脇腹

に激痛がはしった。

59 140201 ―

1
9～

10

客先で荷卸し時、車両をホームに横付けをして、ホームと車両の高さが

違うため、高さ調整のためパレットで台を作り荷物を積んでいた時、足

の踏み場がないことに気付かず、そのまま車両とパレットの台の隙間に

はまった。 その際、荷物を倒さないように押さえていた右肩と背中を

痛めてしまった。

30 40301
10～

29

1
13～

14

不動産担保物件調査をする為、店舗出口から駐車場へ出る時、ブロック

2個置いている場所で左足がブロックにかかり着地した際、左足ふくら

はぎの肉離れをしてしまった。

68 90101
10～

29

1
17～

18

売場で棚を移動し、売場を変更しようとした際、落ちていたスタンドを

踏んで右足首を捻ってしまった。
50 80201

100～

299

1
9～

10

開店準備の作業を行う際、売場にかけていたネットを外す作業を行って

いるとき、外したネットの上で足が滑ってしまい、左足で体を支えよう

と踏んばった際に左膝を捻ってしまい負傷した。 その日はそのまま勤

務したが、足に違和感を覚えた。

65 80209
10～

29

2 15~16
倉庫2Fの床上に置かれたパレット上の本の束（重さ5㎏程）を両手で持

ち上げたところ、腰に激痛が走り立ち上がることが出来なかった。
48 50101

50～

99

2 9~10

就業場所において検査場準備中、テント内のロープパーティションを2

本両手で持ち上げた時、腰に鈍痛を感じその直後腰の力が抜けてしばら

く動けなくなった。

32 170201 ―

2 9~10

個人宅において、浄化槽清掃作業中、作業用ホースを上部へ引っ張り上

げたところ左後頭部と左下腿に痛みが発生し作業継続困難となった。

負傷した部位のリハビリ通院をしながら業務を行っていたが、負傷部位

をかばいながら業務を続けたところ、両肘に痛みが発生した。 リハビ

リ通院を続けたが、回復しないため、手術による治療法をとることと

52 150103
10～

29



なった。

2 16~17

事業所作業場において廃材物を片付けるため分別作業を行っていた。

その際、マッサージ機械を運ぼうとしたが力を入れた体勢が悪かったた

め、腰部を捻挫した。

31 30201 1～9

2 17~18
空のパレットに乗ろうとした際に、足を踏み外し、右足首を捻ってしま

い負傷した。
40 80209

100～

299

2 8~9
病院の4Fの掃除に入り、ゴミ取りのため新館の方の中央トイレに入って

ゴミ箱を持ち上げようとした時にギクッと来て動けなくなった。
60 150109

30～

49

3 18~19

市場にて集荷作業中、パレットの上に乗り人参の入った箱を右から左へ

移動させていたところ、体勢を崩し、パレットからズリ落ちたはずみで

右足に力が入ったとき、ふくらはぎに激痛がはしった。

47 50101
50～

99

3 13~14

イモ選別機をトラックに積み込み荷台から降りる際に、左足がゴムマッ

トに引っかかり転倒した。（荷台に手をついて降り、ジャンプなどはし

ていない） その際、左足に体重がかかりアキレス腱を断裂した。

40 60101 1～9

3 13~14
センター内の馬道にて、馬糞を馬道から取り除く作業中に、手箕にて一

輪車上の馬糞、及び砂を馬糞回収BOXへ移す際、腰を痛めた。
63 150109

50～

99

3 16~17

本社工場にてA角缶をカートに入れパレットに積む作業中、次のパレッ

トを用意するため、立てかけてあるパレットを動かそうとした。 パ

レットの移動は両手で行うところを片手で（右手のみ）で行ったため、

右手首に負担がかかり捻ってしまった。 当初は痛みはなかったが、そ

のあと痛みと腫れが生じた。

36 11209
30～

49

3 16~17

本社工場にてオイル缶の入ったダンボールをパレットに積む作業中、次

のパレットを用意するために壁に立てかけてあるパレットを動かそうと

した。 両手で作業するところを片手（右手）でパレットの左端を持っ

て動かそうとしたため、右手首に負担がかかり捻った。 帰宅後に痛み

と腫れが生じた。

36 170101
50～

99

ホールにて卓球部（利用者様クラブ活動）の準備をしている際、卓球台



3 8~9

（折り畳み式）2つ折の状態から開く際に、卓球台左右の留め具を外し

少し開くも、それ以上は硬くて開かないため、少し開いた隙間に体（右

半身）を入れ、両手と右背部で押すがなかなか開かなず、さらに力を入

れ押したところ卓球台が開き、腰を捻る。

47 130201
10～

29

3 10~11

特浴室にて入浴介助時、右下肢を軸に介助することが多く、ストレッ

チャーに患者移乗・移動の際、着用しているエプロンが長く、エプロン

の裾を踏んで躓いた。 転倒はしなかったが転倒しないように踏ん張っ

たため、右膝下から下部全体に痺れが生じた。

48 130101
100～

299

3 4~5

バックにて、飯アップのため釜を持ち上げ移動しようとした際に、バラ

ンスを崩して腰を捻り、ギクッと痛みを感じたが勤務を続けた。 帰宅

し就寝後、腰部と右足に痛みと痺れを感じ、激痛で歩行困難になった。

43 140201
10～

29

3 13~14
女子ロッカー（脱衣所）で床のほこりを粘着式クリーナーで取っている

際、姿勢を崩し左足に大きな負荷がかかり、骨がピキッと鳴った。
35 140101

100～

299

3 12~13
当社調理場に於いて、2年位前より4升炊きの釜を台の上に移動する作業

を2人で交替して担当しており、仕事のあと腰が痛くなった。
67 10109 1～9

3 15~16

3Fフリーウェイトルームにて、ベンチプレスでトレーニング中に、限界

重量（120kg）に挑戦していてバーベルを胸に降ろしている途中に、重

量に耐えきれず左上腕骨を骨折した。

24 130102
30～

49

3 14~15
構内にて作業中、リースから戻ってきた仮設トイレを清掃洗浄し、保管

する作業のため移動させている時、腰を捻り受傷した。
60 80109 1～9

3 7~8

養殖いかだ（海上）でいかだの中の魚をタモですくっている時に、タモ

を持っている右の人指し指の付け根に違和感があり、確認すると、指は

曲がるが伸ばす時に狭くなって、完全に伸ばす事ができなくなった。

34 70209 1～9

4
11～

12

第3塗布棟内の塗布機巻き取り部において、粘着テープを生産中に発生

した。 塗布巻取約1,280Mの大巻品が完成したので、機械より搬送機に

おろし、大巻品の軸となっているエアーシャフト（約20kg）を引き抜

くときに腰に激痛がはしった。

35 10602
100～

299



4
14～

15

大旗を振り交通誘導を行っていたところ、突風に煽られ握っていた旗の

軸を身体の後方に引っ張られた。
50 170201

100～

299

4
13～

14

マジックショーで剣の箱に入る際に、入り方が悪かったので入りなおそ

うとして、手で支えて出ていこうとしたが、その時、体重が手にかか

り、左手親指が変に曲がり、左手親指を負傷した。

27 100109

1000

～

9999

4
9～

10

厨房にて、ガスで炊いたご飯を内釜ごと（10～12kg）両手で持ち上げ

て横の作業台に移す際、背中などを中心に身体を捻り、左第10肋骨骨折

を負った。

63 140209
10～

29

4
16～

17

お客様宅にて、入浴前の浴槽を組み立てる準備の際、一人で足元側の浴

槽を横にした時、腰に負担がかかり痛めた。
29 130201 1～9

4
10～

11

皿をボックスに数十枚入れて持ち上げようとした時、重すぎて腰に負担

をかけ過ぎてしまった。
63 140101

30～

49

4
15～

16

看板の撤去作業をしている際に、資材車の荷台にて看板の受け取りをし

ていたところ、左手が負荷に耐え切れず捻ってしまう。
55 170201

50～

99

4
13～

14

配達先にて、車両荷台奥から商品が積まれたパレットを先端がカギ状に

なった金属の棒で引っ掛け、引いて移動していた際、棒の掛かりが浅く

て外れてしまい、引いていた勢いで荷台に倒れたあと地面に転落し、股

関節を骨折した。

53 40301
100～

299

4
15～

16

工場内でコンテナへ荷物の搬入作業中、ハンドリフトを用いて荷物を移

動した際、左アキレス腱を断裂した。
57 10109

10～

29

4
9～

10

第3工場3号機付近で2日後の工程準備をしようと前工程の片付けをして

いた。 空ケースの載ったパレットをフォークリフトが使える位置に角

度を変えようとしゃがんで横にずらしている時、腰に違和感があった。

痛みもあったが動けたので準備を終えて帰宅したところ、足も痛みだし

た。

48 10805
30～

49

4 8～9
食堂搬入口にて商品整理と取り出し中、ケースが落下しそうになり、食

い止めようとして手首を捻った。
45 80209

50～

99



4
11～

12

当社工場にて業務委託先に納品する紙おむつの段ボール箱を収納し、収

納庫から外部へ出ようとした。 収納庫に段差があるため、地面にプラ

スチックパレット（高さ12cm）を置いていた。 このパレットに右足を

のせたところパレットが破け、右足をひねった。

41 150102
10～

29

5
10～

11

工場厨房内にて生クリームの入ったステンレスボール（直径40㎝、自車

＋内容物＝約9㎏）を冷蔵庫の下段（床より20㎝の高さの段）に収納し

た際、しゃがんだ姿勢から立ち上がろうとした時、腰痛症（ぎっくり

腰）を発症し、しばらく痛みで動けなかった。

53 10109
10～

29

5
16～

17

壊れたカラーボックスの天板を重ねて、左手で天板を押さえ、前もって

必要な長さに切ってガムテープを右手で天板の右側面に貼ろうとした

が、ガムテープが右手にからまったので右手人差し指ではずそうとした

ところ激痛が走り、右人差し指が伸びなくなった。

58 130201 1～9

5
16～

17

店舗の金庫室で入金作業中、床にお金をこぼしてしまい、拾おうとした

際に体のバランスを崩して転倒しそうになり、その時に右肘を捻ってし

まった。 当初は捻挫と診断され、休業せず勤務していたが、症状が改

善せず、後日に内側半月板後節部断裂と判明した。

30 80203
50～

99

5
16～

17

1番ホールグリーン奥まで乗用カートでお客様のヘッドカバーを探しに

行き、見つかった為カートから降りて取りに行こうとした際、飛び跳ね

て降りてしまった為、着地の際に左足を負傷した。

61 140301
10～

29

5
9～

10

被災者が客室でシーツ剥ぎの作業中に腰を痛め、メンテナンス事務所に

戻って、責任者に報告した。 しばらく事務所で休んで歩けるように

なったが、腰椎捻挫であると判明した。 被災日の数日前にゴミの搬出

で階段（3階から1階の間）を2往復した際、腰に違和感があった。

65 150101
30～

49

5 5～6

勤務中、雑誌の品出し検品や、柄の短いホウキで掃き掃除など無理な姿

勢で40分位続けて作業をしていたら、急に腰に痛みが発生して、腰から

腕に掛けて、激痛が走った。

40 80209
50～

99

5
17～

18

2階乳児室テラスにて、園児とボール遊び中、両膝の間にボールを挟み

ジャンプして着地した際に右膝をひねる。
63 170101 1～9



5
15～

16

給湯室で食器の洗浄作業をしていたところ、皿汚れのこびりつきがあっ

たため、1皿ずつスポンジで洗っては洗浄機へ投入することを高速で繰

り返し行ったため、手を酷使したことによる。

53 10109
100～

299

5
16～

17

3号倉庫で製函作業をするにあたり材料を取り出す際に、奥に立ててあ

るベニヤ板の束が倒れてきて支えきれず転倒し、腰部を強打した。
25 80204

10～

29

5
14～

15

厨房内で生ゴミ用バケツを運ぼうと持ち上げたところ、腰に電気が走り

動けなくなってしまった。 痛み止めを飲んで働いていたが、しびれが

出て来た。

52 130201
100～

299

5
13～

14

染色後のワタを洗い乾燥する工程で、仕上に使用する油剤を運搬中、油

剤容器が通路にある踏み台に当たり傾いた。 体勢も前のめりになり、

左足が突っ張ってアキレス腱を切った。

39 10204
50～

99

5
15～

16

原紙の運搬作業でハンドリフトを操作した時、ハンドリフトの横側

（左）に立ち操作レバーを押した際、自分の左側には次作業で使用する

ジャンボロールがパレット上に準備されていて、自分の進行方向は左に

位置する為、左足を左に踏み込んだ時につま先がパレットに接触した。

ハンドリフトは、真っ直ぐ進行させなければジャンボロールに接触する

為、体と手が離れた状態になり、左足を踏み外して左足首を捻挫した。

19 10701
30～

49

5
11～

12

ショールームで、フェア搬入準備のためテーブルを2人で持ち上げよう

としたところ、腰に激痛が走った。
42 80109

30～

49

5
19～

20

病院の食器洗場にて、悪い姿勢のまま食器を棚に直してしまい、手首を

捻り痛みが発生した。
62 150101

10～

29

5
16～

17

現場1階に向かう通路右側の既設窓枠鉄格子を撤去する為、被災者は

バールを使用して取外そうとしたところ、バールが外れ尻もちをつい

た。

42 30201 1～9

6
11～

12

昼食の麺上げ時、重いザルを持ち上げて異変を感じ、痛みと背中に張り

を感じた。
39 80209

10～

29

11～ 荷物を下ろす際にパレットを動かした時に、バランスを崩し、左脇腹に 10～



6
12 力が入り負傷した。

49 40309
29

6 7～8

駅東口にて、団地ルート（右回り）に乗車する車椅子のお客様がいたた

め、3番乗り場につけて乗車扱い終了後、スロープ板を収納しようとし

た際、左足をスロープ板から踏み外してしまい受傷した。

65 40202
100～

299

6
13～

14

加工場内にて、茹であがったシラスの入ったセイロ（77㎝×107㎝）を

2人で持ち上げてパレットへ積み上げる際、入社初日のため不慣れでタ

イミングが合わず、左手を捻り負傷した。

40 10102
10～

29

6 2～3
モップ作業中に、以前交通事故で負傷した肩に違和感が出てきて、再負

傷した。
50 150101

300～

499

6 7～8

階段踊り場にあるトイレを清掃する為、地下から1Fへ右手に清掃道具を

入れたバケツとビニールバックを持って上がっている時、手が滑ってビ

ニールバックを落としそうになってしまい、右手小指で咄嗟に持ったと

ころ、違和感があった。 そのまま仕事をしていたが、腫れもひかずに

手も握ることが出来なくなったので受診したところ、小指を骨折してい

た。

70 150101
10～

29

6
16～

17

事業所において、乾燥庫の中へお弁当箱を運び入れる作業を行ってい

た。 バットに入った弁当箱（約20㎏）を台車からおろした瞬間、腰に

ビリリッとした痛みがはしり、負傷してしまった。

55 80209
30～

49

6
16～

17

居住者より、ランニングマシーンの走行ベルトにバランスボールが挟ま

り、重くて取り出せないので見てほしいとの連絡があり、確認したとこ

ろ、バランスボールが走行ベルトに挟まり、ベルトがよれて本体位置も

ずれていたため、ハンドル部分を前方に押し、後方を上げてボールを取

り出し、本体設置位置を正しく直そうとした際、無理に力を入れてしま

い、腰と背中を痛めた。

69 150101
500～

999

6
12～

13

レジ清算台とレジ清算台の間に清算済みのカゴを回収するため、レジ清

算台の隣に置いたキャスター付きの回収用カゴ入れに清算カゴを6個位

（約4㎏）を持って移し替えようとしたところ、脊髄及び肋骨を損傷し
64 150101

50～

99



た。

6
15～

16

砥石工場焼成工程にて、台車（手動パレット運搬車）で製品を運搬中に

立ち止まり、A作業者と立ち話中に、B作業者が隣で他の製品を運搬し

ようと台車操作中で、台車と台車が接触した。 台車が自分の方へ移動

し車輪が左足に触れたので、反射的に避けようとして足首を捻った時、

左足が車輪に当たり打撲した。

50 10909
100～

299

6 8～9
高さ60㎝程の机の会計窓口で、中腰の状態でパソコン入力業務を行って

いた時、腰を痛めた。
43 130101

500～

999

6
14～

15

屋内フットサル場にて、社内研修の一環として実施した社内運動会に

て、競技スタート後すぐに競技用の網に引かれて左手首を逆に反らした

ため、左手首を負傷した。 翌日に腫れが見られ、左舟状骨骨折と判明

した。

46 80209
50～

99

6
14～

15

屋内フットサル場にて、社内研修の一環として実施した社内運動会に

て、競技スタート後すぐに競技用の網に引かれて左手首を逆に反らした

ため、左手首を負傷した。 当日は痛みもなく、事業者等への報告をし

なかった。 翌日に腫れが見られたが、2～3日後に腫れは引いたため、

捻挫を想定した。 その後、医療機関を受診したところ左舟状骨骨折と

判明した。 同日、派遣先、派遣元事業所に本人から報告があり、事故

発生を確認したものである。

46 170101

1000

～

9999

6
18～

19

第2工場ペッカー作業場で、コンベアから製品をパレットに移してい

た。 手に持っていた製品が落ち、それを避けるため右足を後ろに避け

た時、後にあったパレットの蓋に右踵をぶつけて負傷した。

27 11002
100～

299

6
18～

19

ペッカー作業場でコンベアから製品をパレットに移していた際、手に

持っていた製品が落ち、それを避けようと右足を後ろに避けた時、後ろ

にあったパレットの蓋に足をぶつけて、踵を打撲した。

27 170101
30～

49

6
9～

10

男性トイレの床面のモップ拭き中、ごみ箱を持ち上げて下をモップで拭

き、ごみ箱を床に置こうとした時、腰の左側に激痛を感じた。
42 150101

50～

99



6 0～1

施設にて、自分の身長より高い物干し竿に入浴用のバスタオルやタオル

を干していたところ、突然左膝から「ブチッ」と音が鳴った。 その

後、痛みが出た。

50 130201
30～

49

7 12~13

当社工場内での梱包作業中宅配便の荷物サイズ厳格化が厳しくなり荷物

サイズを小さくするため、腕に負担の掛かる口閉じ作業が続き右肘を痛

めた。 商品名ビーズクッションを沢山梱包、ビーズクッションは収縮

しないので梱包作業が大変な時期だった。

38 10309
10～

29

7 4~5

チルド庫にて生鮮商品の大仕分け作業中、ドーリー台車に乗っていた生

鮮番重1枚（約4.5kg）を高さ1mほどの台車に中腰の姿勢で載せ換えよ

うとしたところ、腰に違和感が発生。 発生同日に近隣の接骨院にて

「ぎっくり腰」と診断されるも医師による診断ではない事から、後日病

院にて再受診し「腰背筋挫傷」と診断されたもの。

29 40301
50～

99

7 21~22
定温トッピング室にて製品を番重に入れて積みあげていく作業をしてい

たところ慣れない作業のため慌ててしまい、腰を痛めてしまった。
46 10109

500～

999

7 16~17

インテリア売場において作業中、什器（棚板約7kg）と受金具（約

1kg）を手に持ち運搬中に後ろから来たお客様に呼び止められた。 その

際、進行方向と逆の方向に右足を軸に振り向いた。 （真後ろ）その時

に右手に持っていた什器（約8kg）の荷重が右足に加わったことにより

予想以上に体が反転した。 その反転を止めようとしてさらに右足に力

を入れたことが影響し激痛が発生した。 当日は様子をみていたが、翌

日になっても痛みがひかなかった。

37 80209
30～

49

7 13~14
工場内にて、団子の生地の入ったタライ（50kg超）を持ちあげたとこ

ろ、腰と背中に痛みを感じた。
28 10104

10～

29

7 13~14

一番大きいサイズのまな板を保管庫から取り出す際に手を滑らせ落下す

る前にキャッチした時、まな板の重みで左肩を脱臼。 まな板保管庫か

ら、右手で重さ約2.5kg左手で約4.8kgのまな板を片手で取り出し、保管

庫横の調理台にまず右手で持っていたまな板をのせた。 その後、左手

に持っていたまな板を調理台にのせるために腕をふり上げた際にまな板

43 80209
10～

29



の重みで左肩を脱臼。

7 10~11

事業所厨房で焼きそばの調理中に麺の入ったトレイを運ぼうとした際、

トレイのバランスが崩れたので、倒れないように踏ん張ったところ、左

足首をひねった。 当日はそのまま帰宅し、翌日もシフト通り出勤した

が、痛みが酷くなったため、早退した。 翌々日になっても痛みがひか

なかった。骨折と診断された。

64 140209 1～9

7 8～9

車両じゅうたん清掃に使用するポリッシャー（約20㎏）を運搬中、階段

を降りるためヘッド部分を両手で持ち上げた時、腰に痛みが走ったた

め、係長へ連絡し係長次長と共に詰所へ戻ったが、痛みが取れないため

整形外科を受診した。

33 150109
100～

299

7
13～

14

航空コンテナをトラックに積載後、固定作業中、荷台上でラッシングベ

ルトに右足を引っかけ転倒しそうになり、咄嗟にアオリとコンテナを手

で押さえ踏ん張ったところ、転倒は防げたが引っかけた右足をそのまま

ひねり、右足関節外果不全骨折・右足関節捻挫を負った。

49 40301
50～

99

7
9～

10

顧客先ホテルで、ランドリーバック（使用済のシーツ・タオル、約15

㎏）を台車に積む際、腰を捻った際に軽い痛みがあった。 また、負傷

当日に別の顧客先で、作業服置場のハンガーラックのハンガーに掛かっ

ている白衣・ズボン（約40着）を横にずらして空スペースを作ろうと腰

を捻ったところ、腰に強い痛みが生じた。

47 11703
100～

299

7
10～

11

3階宴会クローク入口の作業用テーブルを設置の際、テーブルを持ち上

げて起こすときに、腰を痛めた。
63 140209

50～

99

7
20～

21

機内清掃作業中、ストウェージビンにあったブランケットを回収しよう

とした。 しかし手が届かなかったので、座席上に立ち回収しようとし

たところバランスを崩してしまい、着地した際に左足首付近を捻挫し

た。

24 150101
100～

299

7
15～

16

昼営業を終え、テーブル（幅90㎝、奥行90㎝、高さ72㎝）を定位置へ

片付けようと両手で持ち上げ運搬していたとき、腰がギクッとなり痛め

た。

62 140101
300～

499



7 8～9

利用者を追いかけていた際、目の前に椅子があったため、中腰で椅子を

どかそうとした際に腰に痛みがはしり、そのまま立てずにしゃがみこん

だ。

45 170101
10～

29

7
16～

17

営業所より退勤時、玄関で土足に履き替える際、スノコ（高さ約4㎝）

の端から左足を踏み外し負傷した。
56 40301

50～

99

7
13～

14

工場内を歩行中、鋼材を跨いだときに、鋼材の下に置いてあるリン木を

踏んで、左足を捻り負傷した。
44 11209

10～

29

7
15～

16

配送先の組合員宅玄関前で、空の保冷箱（45W×30D×22H）を回収す

るため、立ったまま膝を曲げず、腰だけを曲げて持ち上げた際に、腰に

痛みを感じた。

22 80209
50～

99

9
17～

18

当社敷地内のホタテ工場洗い場にて、床に縦に置かれていた洗浄済みの

パレット（縦130cm×横130cm×高さ13cm・重さ27kg）を横に置こう

として掴んだところ、手を滑らせて右足甲の上に落としてしまい、骨折

したものである。

58 10102
100～

299

9
16～

17
倉庫内にてピッキング作業中、パレットの段差で右足を捻り捻挫した。 36 50101

100～

299

9
14～

15

私有林にて搬出間伐作業中に、使用していない控えワイヤーを回収し、

中腰で引き寄せる作業をしていたところ、腰に激痛が走り負傷した。
35 60201

10～

29

9
11～

12

車庫構内にて、コンクリート杭の荷役作業をしていた。 コンクリート

杭の置場にあるバタ角の上に足をのせたら、雨で濡れていて安全靴を履

いていたが、滑ってしまい、左足首を捻った。

36 170101 1～9

9
20～

21

店舗内、お客様買い物精算時レジ周囲にて、レジ精算したお客様買い物

カゴを荷入台まで運ぶ際、収納してある精算後グレー色カゴ回収台車

（縦36cm、横50cm、高さ25cm）内のカゴの中に、誤って右足を入

れ、そのままの状態で前進し、荷物を両手で持ったまま開脚状態であっ

た。

68 80209
100～

299

患者用の浴室脱衣所で、入浴後にベッド上で仰臥位になっている患者を



9
13～

14

タオルで乾かしている時に、患者の足下にあるタオルに対して、ベッド

の位置が高い状態があり、タオルを取り除こうと手を伸ばした時に腰か

ら背中にかけて激痛が走った。

33 130101
300～

499

9
16～

17

コンクリートポンプ車、車庫にてポンプ車下部洗浄ボックス水抜き穴よ

り水を抜く為トロ箱を置き作業し、トロ箱を下部より（水が少々入って

いた）左手で引き出そうとした時、トロ箱が引っかかって出なかったの

で押し引きを繰り返し行っていた時、左肩に痛みがはしり負傷した。

57 30209
10～

29

9
10～

11

店舗出入口付近にて買い物カゴを4～5個持って出口側にあるカゴ置場に

置こうと移動していたところ、床にあるマットでつまずくような感じで

転びそうになったのを踏ん張ったところ、右足首から「ブチッ」という

音がして腫れてきた。 捻挫だと思い湿布を貼って数日様子をみたが足

首が2倍に腫れてきたので、受診したところ、右足首を骨折していると

診断された。

65 80209
50～

99

10 1～2

倉庫内で仕分け作業中、持っていた商品をパレットの上に載せようとし

た際、パレットの角の破損に気づかずに足をのせて踏み外し、股関節を

負傷。 痛みで力が抜けて左肩と右膝を床に強打し負傷。

49 40301
100～

299

10
20～

21

店舗用ホールワーク中、パチンコ出玉交換対応時に、二箱持った際に腰

に痛みが走った。 痛みがずっとあったが様子をみながら仕事を続けて

いた。

22 140309
10～

29

10 8～9

工場内で一日中（実労働時間6時間45分）Yシャツのスリーブ作業を

行ったところ、右手人差し指の付け根から親指の付け根、手首の筋にか

けて痛みはじめた。 さほど痛みが強くなかったものの、翌朝起きたら

痛みが増し、腫れていたため病院へ行ったところ、炎症していると診断

されたもの。

58 11703
50～

99

10 7～8
事業所で液化窒素タンクに液化窒素を充てん終了後、充てんホースを車

両格納箱に格納した際、左肩腱盤を部分断裂した。
62 40301

30～

49

倉庫内で朝礼を行う場所へ集まる途中に床にあったエアーホースに足を



10 8～9

引っ掛け左手を床についた。 その後2時間程作業を続けたが左肘に痛み

があった。 病院では過去に左肘に骨折の跡があり、その箇所を痛め、

左肘関節捻挫を負ったと診断された。 被災者は派遣元へ報告し、その

後派遣元より派遣先である当社への報告により発覚した。 この災害に

現論者はおらず被災者の証言によるものであり事実か否かの確証は無く

状況原因は派遣元からの報告に基づき記載した。

46 50101
10～

29

10
23～

24

釜で煮物を煮ている間に次の準備をしようと、野菜のカゴをのせている

台車を移動させた。 その際台車の動きが悪く力まかせに動かしたた

め、台車に勢いがつき、IH調理機前にあるハカリを置いている台に右手

を強くぶつけた。

44 10109
100～

299

10
14～

15

施設内併設のボーリング場にて、毎週金曜日にスタッフとお客様が対戦

するイベントを開催しているが、当日参加可能なスタッフがおらず、代

わりに参加したが（業務として業務時間中）、投球時、足を地面につい

た直後、ブチッと音がして肉離れをおこし負傷した。

47 140101
100～

299

10
10～

11

工場内で作業中、高い所の物を取ろうと上にのぼった時に左ひざを捻っ

た。 左ひざが炎症を起こし水が溜まり、痛み止めロキソニンとシップ

で治療と安静。

63 10602 1～9

10
9～

10

工場にてロアーフレームライン空箱置き場でパレット空箱が積みきれな

い状態になっていたため、被災者はハンドミックで空パレットを運搬

し、手で持ち上げ所定の置き場に移動させようとして、腰を痛めた。

作業姿勢は基本通りのスクワット姿勢でパレット（重量 12kg）を持ち

上げようとした。 病院の診断結果は「ぎっくり腰全治1週間」だった。

52 11502
100～

299

10
15～

16

作業現場でサンテナを3つ重ねて台車で運んでいるときにサンテナが崩

れ落ちそうになり、支えようとしたときに足を捻った。
49 170101

300～

499

10
11～

12

正面玄関にて、カゴをいつもの倍を片付けていたところ、突然、腰に痛

みがきて、早退した。
44 80209

50～

99

10 8～9

湾内の漁場で台風で避難していた生け簀を引き出す作業中に生け簀をつ

ないでいるロープをほどこうとして、力強く引っ張った時に、腰に痛み 40 70209
10～



が走り、そのまま動けなくなった。
29

11
19～

20

客先で荷を降ろそうと荷台に乗り、作業を開始しようとした際、足を滑

らせてしまい、被災者の不注意により、荷台から転落し、腰、背中、首

を打撲し負傷した。

60 130201
50～

99

11 6～7

工場内のバンバリーミキサーによる混練作業後、排出時のドアに挟まっ

ている物を取り除く際、指が触れ、右手中指・薬指の爪上部より裂傷し

た。

58 40302
10～

29

11
13～

14

食器等の下げ物を持って洗い場へ持って行く途中に、段差に躓きスチー

ル製のラックに手をつき、ラックの角で指先を切る。
29 140201

50～

99

11
16～

17

店内で従業員用トイレを使用する為にトイレ用スリッパに履き替えよう

としたが、右足を乗せた時にバランスを崩し右足をひねって右足甲を骨

折した。

51 80209
100～

299

11
17～

18

バックヤードで天板を拭いていた時、天板の重さに耐えられず、右手の

筋を捻挫した。
57 80201

100～

299

12 11~12

フライヤーで揚げた若鶏の唐揚を大きいバットに入れて（約8～10

㎏）、それを持って、鉄板側作業台へ運んでいるとき、値付機のあたり

で、胸に痛みを感じた。

61 80209
100～

299

12 8~9
駐車場内でパイロンを設置している際に腰に痛みが走り作業を中止し

た。
31 140309

10～

29

12 15~16
庫内作業中、置いてあるパレットに足が掛かり体勢を崩した。 体勢を

戻そうと左足で踏んばったところ左足を痛めた。
30 40301

50～

99

12 17~18
勤務終了後、日報にサインをもらい、現場事務所の階段を下り、地面に

足を着く時に泥よけマットの角を踏み、足に痛みがあった。
58 170201

10～

29

12 14~15

当ゴルフ場インコース10番ホールでプレーヤーが打った打球が右側のク

リーク（川）に入ってしまった。 そのボールをボールピック（伸び縮

みするボール取り棒）でコンクリート上で屈んで取ろうとしたときに

ボールピックの伸縮を完全に固定しなかったために縮んでしまい、体が
60 140301

50～

99



前のめりにクリークに落ち、左足首から膝をコンクリートに打ち打撲

し、体勢を立て直そうとしたときに腰を捻り負傷した。

12 11~12

リネン交換・洗濯業務を請け負っている介護施設において、ベッドの

シーツ交換中に、中腰の状態で上半身を捻じったときに、腰から背にか

けて強い痛みが生じた。 背骨両側の筋肉が捻じれた状態で、後日にMRI

検査を行った結果、骨折もしていたことが分かり、コルセット装着のう

え、自宅療養となった。

73 150109
100～

299

12 13~14

病院1階の食器洗浄室にて、病院給食の食器洗浄を行っているとき、給

食配膳用の大型食器トレイを10数枚重ねて持ち上げた際、腕を捻って負

傷した。

68 80209
500～

999

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html
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